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1. まえがき 
近年インターネットにおいては様々なサービスが登場

し多種の Web アプリケーションが普及している．しかし

その一方で，ユーザーアクセスの集中やアクセス端末の

多様化などによりハード機器やアプリケーション開発ソ

フトなどのサーバー構築コストは増加傾向にある．また，

データ管理においてはリレーショナルデータベースにて

データ管理を行うというのが一般的であるが，組織内或

いは組織間でデータの交換や登録を行う際にそれらの互

換性の欠如が支障となることが多い．また,その他にも併

用する Web アプリケーションサーバーの性能に依存して

しまうことやデータベース内のデータテーブルが増大す

るにつれ，それらの管理が煩雑になりパフォーマンスを

向上させるなどのチューニングにおいて専門的な知識が

必要になってしまうといった欠点もある．そこでこれら

を解決する方法として今回は XML ドキュメントおよび

XML データベースを連携させてデータ管理を行うことを

考え，そのデータ管理ではどの様な利点があるか，どの

様な欠点があるかを洗い出すことにより優れたデータ管

理手法を考察しようと考えた．また最近 SOAP，UDDI，
WSDL といった最先端のテクノロジーを使う Web サービ

スが徐々に拡大し浸透しつつある．よって今回は Web サ

ービスとも連携し分散型のデータ管理を柔軟に行うこと

ができるアプリケーションアーキテクチャについても考

察を行う． 
 

2. XML と XMLDB の特徴 
XML ドキュメントは任意のツリー構造を構築できるこ

とでユーザビリティに優れ，各ノードに任意の要素名と

属性名を付与できる事からタグの情報を元にした検索や

更新が容易く行えるといった利点がある．しかしその一

方で一つの XML ドキュメント内のデータ量が増大する

と DOM ツリーの特性上オーバーヘッドが生じ検索パフ

ォーマンスが低下すると言われている．また XML ドキ

ュメント同士はノンリレーショナルである為データをリ

レーショナルに関連づける為のインデックスファイルを

必要とする場合も出てくる． 
これに対してネイティブな XMLDB は名前空間を含め

た XML ツリー構造を保持したままドキュメントデータ

の保存とその取り出しが行なえる．そしてさらに XPATH
による検索やツリー同士の関連づけなども行える為，

XML ドキュメントの弱点を補った特性を保持していると

も言える． 

3. XML と XMLDB の連携 
前章の XML ドキュメントと XMLDB の特性から，

XML ドキュメントを主に使用しつつ，データ検索や

XML ツリーのリレーショナル化，そしてデータバックア

ップなどで補助的に XMLDB を取り入れるという連携方

法があり実際のシステム構築例も存在する．しかしこの

連携だけでは XMLDB の利点を活かしきれていない．

XMLDB の一番の利点は分散したデータ管理ネットワー

ク環境でもフレキシブルに XML ドキュメント単位のデ

ータ通信や交換を行うことが可能となるという点である

と考えられる．よって今回はその点を最大限に活かした

アーキテクチャモデルを考察することにした．図 1 は

XML と XMLDB の連携アーキテクチャモデルを示してい

る． 

図 1．XML と XMLDB の連携アーキテクチャモデル 
 

このようにアプリケーションサーバーが諸処の

XMLDB と通信を行う際には DB コネクションの方法と各

XMLDB オリジナルなツリー構造型の定義情報が必要と

なるので,それらが記述された XML ドキュメントを予め

作成し中核のアプリケーションサーバーに保持しておく．

そうすればユーザー或いはエージェントプログラムが情

報取得のリクエストを自律的に行い，アプリケーション

サーバーが保持している XML ドキュメントの定義に従

ってネットワーク上に分散しているそれぞれの XMLDB
に情報を取得しに行き，その後アプリケーションサーバ

ーのツリー構造にコンバートしてデータ結果を表示でき

ると考えられる.こうして分散したネットワーク環境にお

いてフレキシブルなデータの取得や管理が実現できる.ま
た,動的にデータ結果をコンバートすることで Web ページ

の出力に限らず様々なデータフォーマット型でのデータ

出力が可能となる． 
 

4. アーキテクチャの構築 
今回はこの XML と XMLDB の連携アーキテクチャを
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実践するにあたって，Java と XML を組み合わせたアプリ

ケーションコンポーネントで以下のような Web アプリケ

ーションシステムを構築した． 
(1) ユーザーはユーザーの個人情報を登録する． 
(2) 登録したユーザーは自分のスケジュール情報を公

開し他のユーザーとスケジュールの共有ができる． 
この Web アプリケーションシステムにおいて中核のア

プリケーションサーバーに前章で述べた機能を実装した．

そしてローカルエリアネットワーク内に XMLDB サーバ

ーを三台設置し一台目では上記(1)のデータ管理，二台目

では上記(2)のデータ管理，そして三台目ではログイン情

報などのログデータの管理を行うこととした．図 2 はサ

ーバと XMLDB とのデータの連携方法を示している． 

図 2．サーバーと XMLDB とのデータ連携方法 
 
このように外部インターネットのクライアントユーザ

ーのリクエスト処理に対してアプリケーションサーバー

は自身が保持している XML フォーマットの定義ファイ

ルよりネットワーク内の使用可能な XMLDB を検索する．

そして Java のソケット通信によって XMLDB サーバーに

接続しユーザー情報の検索を行う．そしてその情報を得

た後に次の XMLDB サーバーに接続しスケジュール情報

やログ情報の処理を行うという分散型のデータ管理ネッ

トワークアーキテクチャを構築した． 
 

5． Web サービスへの拡張アーキテクチャ 
しかし，前章のアプリケーションサーバーネットワー

クにおいては様々な問題点がある．例えばアプリケーシ

ョンサーバーは XMLDB サーバーの IP アドレス，ポート

番号，データベースディレクトリ，XML ツリー型などの

各種情報を認知しておく必要があるので，アプリケーシ

ョンサーバーの運用とアップデートが煩雑になり

XMLDB サーバーに取り入れる条件も厳しくなってしま

うといったことが挙げられる．よって XMLDB サーバー

の情報，データへのアクセス方法などが共通化されたイ

ンターフェース言語やファイルで記述しなければスタン

ダードになり得ないと考えられる．そこで今回はこのア

ーキテクチャを拡張させ，XML，SOAP，UDDI，WSDL
などある程度標準化が進みながらも発展途上にあるプロ

トコルと技術要素を活用してインターネット上に分散す

る各種アプリケーションの連携を行うことができる Web
サービスに対応させることにした．図 3 は Web サービス

への拡張アーキテクチャの例を示している． 
今回においては Web サービスアプリケーションサーバ

ーとして SunMicrosystems がオープンツールとしてリリー

スしている JWSDP(JavaWebServicesDeveloperPack)を使用

し，これに付随されている XMLDB ベースの UDDI レジ

ストリにローカルエリアネットワーク内の XMLDB にア

クセスするインタフェースである WSDL ファイルの情報

を登録した．そしてその後 WSDL ファイルの記述に従っ

て XMLDB サーバーに接続を行い，XMLDB からデータ

の取り出しを行うことが可能となった．今後はアプリケ

ーションサーバーに Web サービス利用ユーザー別のアク

セス制限機能などを実装させる事でセキュリティ対策を

実現しようと考えている．また，さらに Web サービス利

用のクライアントユーザーの判別によってサーバー側で

様々な付加情報を付与するロジック処理を行い，それに

従ってオリジナルなデータ取得結果を伝えるというセマ

ンテック Web 的な機能も実装できると考えている． 

図 3．Web サービスへの拡張アーキテクチャの例 
 

6． まとめ 
XML ドキュメントと XML データベースを組み合わせ

たデータ管理には様々な連携方法があり，扱うデータの

種類や目的によってフレキシブルな連携を行うことがで

きることが判った．また，この連携により従来には存在

し得なかった斬新な分散型のデータ管理ネットワーク環

境のアーキテクチャを構築できることが判明した． 
しかし，この様なアーキテクチャを実現する場合には

独特のオリジナルなシステム環境条件を定めてもスタン

ダードとして広がるとは考えられない．RFC などである

程度標準化が進んでいるプロトコルやインタフェースを

取り入れる事が重要であると考えた．そこで最近仕様や

各種ツールの開発が活発に進んでいる Web サービスの各

コンポーネントを導入することとした．そしてプライベ

ートな UDDI レジストリを構築し XML フォーマットのド

キュメントを活用し複数の XMLDB を連携させることで，

今までにない分散型のデータ管理ネットワーク環境のア

ーキテクチャを構築できることが判明した． 
今後は XMLDB のツリー構造型の定義を行うことを可

能とする様々なスキーマを探索しデータ取得後のスムー

ズなツリーコンバートを実現させる予定である．また同

時に XMLDB の連携方法やデータの検索を行う際の最適

な検索アルゴリズムの開発と実装を図っていく予定であ

る． 
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